
2026.3 リリースハイライト

 UltraCoreのアップデート

 ソフトウェア性能の向上

 IP保護の強化

 高電圧電源コンポーネント

 グリッドモダナイゼーション通信機能の強化

 UXの改善



Typhoon HIL

 Phase Shifted Full Bridge

◼ UltraCoreユニット 1台で最大3つのコンバータトポロ

ジーをシミュレート

◼ 各コンバータに UltraCoreのweightが定義:

 デュアルアクティブブリッジ : 1

 共振コンバータ : 3

 新トポロジー : Phase Shifted Full Bridge(PSFB)

◼ 6つの異なるバリエーション

◼ UltraCoreのweight: 3

UltraCoreソルバーでより多くのコンバータをシミュレート

UltraCoreのアップデート



Typhoon HIL

 サポートされた新しいコンバータトポロジー :

◼ Boost

◼ Buck

◼ Half Bridge

 ソルバーの柔軟性

◼ UltraCoreソルバーと Standard Processing Core(SPC)ソル

バーを素早く切替

 ソルバーの効率

◼ 最大3つのコンバータを 1台のUltraCoreユニットでシミュ

レート

◼ UltraCoreのweight: 1

UltraCoreソルバーでより多くのコンバータをシミュレート

UltraCoreのアップデート



Typhoon HIL

 モデルコンパイルキャッシュ

◼ コンパイル キャッシュは、以前にコンパイルしたモデルの 結果の

一部を再利用

◼ 変更が信号処理要素にのみ影響する場合、電気モデル (PE)のコン

パイルをスキップ

◼ 変更が電気モデル要素にのみ影響する場合、信号処理 (SP)のコン

パイルをスキップ

◼ HILを複数台使用する モデルでは、変更のない HILのコンパイル

をスキップ

◼ ベータリリース、 THCC設定で有効にすると利用可能

パフォーマンス向上によるユーザー生産性の向上

ソフトウェア性能の向上



Typhoon HIL

 Typhoon Simシミュレーションの開始・準備時間が大幅に短縮

◼ 実行ごとのプロセス起動オーバーヘッドを解消

◼ GUIおよび APIベースのシミュレーションの両方に適用

パフォーマンス向上によるユーザー生産性の向上

ソフトウェア性能の向上

 モデルコンパイル中の離散状態空間計算時間の短縮

◼ 電気モデルにおける多数の回路モードの 計算が並列化

◼ 多くのマトリックスメモリを持つ HILCore構成のモデルやVHIL+でコンパイルする場合に顕著



Typhoon HIL

パッケージへのアクセスをライセンスを持つユーザーに制限

IP保護の強化

 新しい package wizardツール内のPackage 

protectionオプション

 アクセスを 保護するパッケージを選択し、

要求するライセンスを割り当て

 パッケージをインストールして使用できる

のは、 要求するライセンスを持つユーザー

のみ



Typhoon HIL

 Requirementsタブの新しい Hard-lockedオプション :

◼ チェックを外した場合 : 要件式が満たされない場合、

モデル実行不可、 コンポーネント 実装の表示は可能

◼ チェックした場合 : 要件式が満たされない場合、モデ

ルの実行及び、 コンポーネント実装の 表示不可

ハードロックコンポーネントのサポート

IP保護の強化



Typhoon HIL

 高電圧電源コンポーネント

1.5 kV高電圧電源ユニット (オプション )を制御し、

バッテリー管理システム (BMS)の高電圧測定入力向

けに、実験室での試験用途で安全・安定・高精度な

電源を提供

 CAN FDインターフェースを 使用

 電圧設定方法:

◼ モデルから入力

◼ 信号を選択

HIL Interfacesライブラリへの追加

高電圧電源コンポーネント



Typhoon HIL

 設定可能なVLAN IDと VLAN優先度

 MMSサーバーと MMSクライアントは、以下の場合にのみ接続 :

◼ どちらも VLANタグなし (アンタグ )の場合

◼ どちらも 同じ VLAN IDでVLANタグ付けされている場合

MMSサーバーで有効化された VLANタグ付きメッセージ

グリッドモダナイゼーション通信機能の強化



Typhoon HIL

 設定ファイルから ネットワークパラメータをコンポーネントに読込

 設定ファイルでネットワークパラメータを定義し、手動設定なしで複

数のコンポーネントに適用

 GOOSEコンポーネントに追加された新しいプロパティ :

◼ APPID

◼ MACアドレス

 MMSサーバーコンポーネントに追加された新しいプロパティ :

◼ サーバーポート

◼ VLAN ID

◼ VLAN優先度

SCDファイルから IEC 61850プロトコルのネットワークパラメータ を設定

グリッドモダナイゼーション通信機能の強化



Typhoon HIL

 追加された SVメッセージメタデータ :

◼ 設定可能なサンプルレートと周期

◼ 追加の参照文字列

◼ サンプル取得時刻を示す任意の UTCタイムスタンプ

IEC 61850および IEC 61869 SVパブリッシャーメッセージ用のオプションフィールド が追加

グリッドモダナイゼーション 通信の最新情報



Typhoon HIL

SunSpec Modbus標準の700シリーズモデルのサポート

グリッドモダナイゼーション 通信の最新情報

 SunSpec Modbus標準モデル701から 715のサポート  700シリーズ モデルでは、ネストされたレジスタグループの

リピートカウントを設定 可能

◼ モデル構成ダイアログから直接、コンポーネントの入

力数と出力数を調整



Typhoon HIL

 Model settingsウィンドウに「 Fine auto step」オプションを追加

◼ 以前は、 Simulation stepのテキストボックスに手動 で値を入力した場合にのみ 50 ns単位のシミュレーションステップ

を設定可

◼ 最小シミュレーションステップの自動計算 (auto)が50 ns単位での設定に改善

◼ HIL1台を使用する モデルにのみ適用

「ファインオート」シミュレーションステップ

UXの改善



Typhoon HIL

 モデルのコンパイル に失敗しても実行率の可視化が可能

実行率の可視化が改善

UXの改善



Typhoon HIL

 無効化されたウィジェットは、データ収集、ハンドラやマクロ を停止

◼ 基本的な操作(移動、サイズ変更、コピー /カット /ペースト、ウィジェットプロパティダイアログ内のパラメータ変更 )

は引き続き可能

◼ HIL SCADAパネルおよびパネルエクスプローラー上で グレーアウトで 表示

 ウィジェットの無効化方法 :

◼ SCADA UIの使用

◼ SCADA API(set_property_value() 関数の新しい PROP_ENABLED プロパティ )

SCADAウィジェットを無効化するオプションが追加

UXの改善



Typhoon HIL

アライメントガイド の追加

UXの改善

 追加されたアライメント ガイド :

◼ コンポーネントセンター◼ ターミナル



Typhoon HIL

新しい自動接続方法

UXの改善

 Ctrlキーを押しながらポートの位置を合わせ、揃った時点でキーを離すと、コンポーネントが自動接続 :

 コンポーネントのポートを別のコンポーネントの上までドラッグすると、ポートが自動接続 : 



Thank you for your attention!
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